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会
津
伝
統
野
菜
を
守
ろ
う
！ 

～
会
津
農
林
高
等
学
校
の
取
り
組
み
～ 

 

会
津
伝
統
野
菜
と
は
、
会
津
地
方

で
古
来
か
ら
栽
培
さ
れ
て
き
た
在
来

種
野
菜
の
総
称
で
す
。 

 

近
年
は
、
一
般
的
な
品
種
に
押
さ

れ
、
生
産
者
、
生
産
量
と
も
に
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
会
津
の
歴
史

と
と
も
に
育
成
さ
れ
て
き
た
品
種
で

あ
り
、
そ
の
物
語
や
味
が
見
直
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。 

 

会
津
農
林
事
務
所
で
は
、
地
域
農

業
、
食
文
化
の
知
識
に
習
熟
し
た
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
福

島
県
立
会
津
農
林
高
等
学
校
の
生
徒 

へ
会
津
伝
統
野
菜
に
つ
い
て
学
ぶ
機

会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
遺

伝
資
源
で
あ
る
会
津
伝
統
野
菜
の
種

の
保
存
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い

ま
す
。 

会
津
伝
統
野
菜
の
生
産
者
で
あ
る

長
谷
川
純
一
氏
、
千
葉
裕
輝
氏
に
講
師

を
依
頼
し
、
栽
培
方
法
の
み
な
ら
ず
、

歴
史
、
海
外
と
の
農
業
文
化
交
流
、
Ｐ

Ｒ
方
法
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
講
義
を

行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。 

 

平
成
26
年
５
月
23
日
に
は
、
２
年

生
が
会
津
伝
統
野
菜
で
あ
る
小
菊
カ

ボ
チ
ャ
の
定
植
を
行
い
ま
し
た
。 

 

生
徒
は
会
津
伝
統
野
菜
の
栽
培
に

積
極
的
で
あ
り
、
「
伝
統
を
守
っ
て
い

き
た
い
」
、
「
会
津
伝
統
野
菜
を
Ｐ
Ｒ 

 

し
た
い
」
等
の
活
発
な
意
見
が
出
て
い

ま
し
た
。 

 

今
後
は
、
余
蒔
キ
ュ
ウ
リ
や
新
久
田

茎
立
も
生
産
し
、
収
穫
し
た
野
菜
か
ら

採
種
す
る
他
、
小
学
校
と
の
給
食
交
流

会
、
販
売
実
習
等
も
行
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

  

ぴ
か
り
ん
村
は
、
地
域
農
産
物

資
源
を
活
か
し
た
特
産
品
の
開
発

を
行
う
活
性
化
計
画
を
ま
と
め
、

そ
の
推
進
の
た
め
に
旧
北
会
津
村

に
設
立
さ
れ
た
企
業
組
合
で
す
。 

 

設
立
以
来
、
女
性
が
活
動
の
中

心
と
な
り
、「
地
域
の
農
産
物
を
地

域
の
消
費
者
へ
提
供
」
の
理
念
実

現
に
向
け
て
、
農
・
商
・
工
の
会

員
そ
れ
ぞ
れ
が
各
分
野
の
優
れ
た

技
能
や
知
識
な
ど
を
活
か
し
な
が

ら
、
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

特
産
品
開
発
の
拠
点
と
し
て
、 

 

り
ん
ご
、
ト
マ
ト
、
大
豆
な
ど
の
地

域
の
豊
か
な
農
産
物
を
活
か
し
、

次
々
と
新
商
品
（
加
工
品
）
を
開
発

し
て
い
ま
す
。 

 

一
方
で
、
地
域
の
農
業
者
か
ら
の

少
量
の
製
造
委
託
に
も
対
応
し
、
付

加
価
値
を
高
め
た
製
品
を
製
造
し
て

い
ま
す
。
加
工
・
製
造
さ
れ
た
商
品

は
、
地
域
農
業
者
の
所
得
向
上
に
貢

献
し
、
ま
た
、
６
次
産
業
化
の
推
進

に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。 

地
域
に
伝
わ
る
食
材
を
発
掘
し
開

発
し
た
商
品
「
い
も
こ
ろ
り
ん
」（
漬

物
床
）
は
、
広
く
マ
ス
コ
ミ
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
大
き

く
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
よ
り
郷
土
食
の
伝

統
を
次
世
代
に
伝
承
す
る
な
ど
、「
地

域
の
食
」
に
根
差
し
た
活
動
が
展
開

さ
れ
、
地
産
地
消
の
推
進
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
び
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

が
評
価
さ
れ
、
優
秀
団
体
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

  

平
成
２
５
年
度
の
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
顕
彰
事
業 

～
企
業
組
合
ぴ
か
り
ん
村 

優
秀
団
体
賞
受
賞
～ 

 

提供：福島民友新聞掲載 



 

 

 

 

 

   

   

   

   

   

   

   
   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
防
除 

 

25
年
産
米

の
等
級
低
下
の
主
要
因
が
カ
メ
ム
シ
に

よ
る
斑
点
米
で
あ
り
、
急
速
に
拡
大
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
全
面
積
を
対
象
に
７
月

中
～
下
旬
ま
で
の
草
刈
を
徹
底
し
て
斑

点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
生
息
環
境
を
無
く

す
と
と
も
に
、
穂
揃
期
以
降
に
お
け
る
農

薬
散
布
の
実
施
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。 

ヒ
エ
等
防
除  

昨
年
、
ノ
ビ
エ
、
ホ
タ
ル

イ
等
雑
草
の
取
り
こ
ぼ
し
が
多
く
見
ら

れ
た
ほ
場
は
、
本
田
初
期
の
漏
水
対
策
と

除
草
体
系
を
見
直
し
た
り
、
使
用
す
る
除

草
剤
の
適
期
散
布
が
よ
り
重
要
に
な
り

ま
す
。 

倒
伏
対
策  

昨
年
、
倒
伏
が
多
発
し
た
地

区
に
つ
い
て
は
、
土
壌
特
性
や
過
去
の
倒

伏
実
績
等
を
踏
ま
え
、
倒
伏
の
要
因
を
判

断
し
施
肥
量
を
加
減
し
ま
し
ょ
う
。 

適
期
刈
取 

 

積
算
気
温
に
よ
る
刈
取
適

期
を
過
ぎ
る
と
胴
割
米
や
着
色
米
が
増

加
し
品
質
が
低
下
し
ま
す
。 

１
等
米
９
５
％
以
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

元会津人蔘農業協 
山浦直一 元理事 

 

清水薬草有限会社 
清水智 代表取締役 

平
成
26
年
５
月
20
日(

火)

、
会
津
人

蔘
栽
培
研
究
会
と
共
催
で
新
規
栽
培
者

確
保
を
目
的
に
、
清
水
薬
草
有
限
会
社
会

津
人
蔘
加
工
所
で
第
１
回
お
た
ね
に
ん

じ
ん
栽
培
研
修
会
（
会
津
人
蔘
栽
培
研
究

会
公
開
セ
ミ
ナ
ー
）
を
開
催
し
、
43
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

おおお
たたた
ねねね
ににに
んんん
じじじ
んんん   

新新新
規規規
栽栽栽
培培培
募募募
集集集
！！！
！！！ 

「おたねにんじん」のうんちく 

ウコギ科の多年生植物で、原産は東アジア。

金塊の２倍もの値打ちがある霊薬として、18

～19 世紀には野生のニンジン採りのラッシュ

となったほどです。   

江戸時代に我が国でも栽培されるようにな

ると、会津、信州、雲州が三大産地となって、

現在に至っています。会津若松の名勝・御薬園

は「おたねにんじん」の栽培試験場だったので

す。 

米米米
ののの
品品品
質質質
向向向
上上上
対対対
策策策   

東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
災
害
か

ら
の
復
興
を
目
指
し
、
県
は
「
新
た
な
ふ

く
し
ま
の
未
来
を
拓
く
園
芸
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
昨
年
３
月
に
、
当
産
地
は

「
ト
マ
ト
」「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
及
び
「
ト

ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
」
の
「
園
芸
産
地
復
興
計

画
」
を
昨
年
６
月
に
策
定
し
重
点
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
度
は
、
ト
マ
ト
は
「
り
ん
か
４
０

９
」
品
種
特
性
に
対
応
し
た
青
枯
病
対
策

等
の
病
害
虫
防
除
対
策
や
栽
培
管
理
技

術
の
確
立
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
排
水
対
策

や
適
期
防
除
等
の
徹
底
と
、
施
設
化
の
推

進
や
堆
肥
利
用
に
よ
る
土
づ
く
り
、
ト
ル

コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
夏
期
の
高
温
対
策
や
適

応
品
種
の
検
討
、
さ
ら
に
は
セ
リ
２
日
前

情
報
の
徹
底
な
ど
の
課
題
解
決
に
取
組

み
ま
し
た
。 

会
津
地
方
に
お
け
る
園
芸
産
地
の
発

展
と
生
産
者
の
皆
様
の
所
得
向
上
を
図

る
こ
と
が
震
災
か
ら
の
復
興
の
第
一
歩

で
あ
り
、
今
年
度
も
、
昨
年
に
引
き
続
き

産
地
の
抱
え
る
課
題
解
決
に
一
つ
ず
つ

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

園園園
芸芸芸
振振振
興興興
ににに
つつつ
いいい
ててて   

（（（
会会会
津津津
若若若
松松松
地地地
方方方
）））   

秋
の
稲
ワ
ラ
焼
却
防
止  

稲
ワ
ラ
焼
却

に
よ
る
煙
発
生
で
地
域
住
民
か
ら
の
苦

情
が
多
く
、
警
察
署
や
消
防
署
で
も
交
通

障
害
や
火
災
等
の
発
生
を
懸
念
し
て
い

ま
す
。 

収
穫
後
の
本
圃
稲
ワ
ラ
焼
却
は
や
め
、

地
力
向
上
の
た
め
10
月
20
日
頃
ま
で
に

早
期
鋤
込
み
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

  

会
津
農
林
事

務
所
は
、
お
た
ね

に
ん
じ
ん
推
進

協
議
会
を
設
立

す
る
な
ど
、
昨
年

か
ら
お
た
ね
に

ん
じ
ん
の
生
産

振
興
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

 
 

 
元
会
津
人
蔘
農
業
協
同
組
合
の
山
浦

直
一
元
理
事
か
ら
は
、
「
土
づ
く
り
」
に

つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
、
清
水
薬
草
有
限

会
社
の
清
水
智
代
表
取
締
役
か
ら
は
、

「
地
域
に
生
か
さ
れ
、
地
域
に
尽
く
す
薬

草
栽
培
事
業
」
な
ど
に
つ
い
て
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。 



 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   
   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農
薬
適
正
使
用
・
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ
い
て 

 
 【

農
作
業
中
に
身
を
守
る
に
は
・
・
】 

○
山
菜
採
集
や
山
際
、
耕
作
放
棄
地
近
く
で
の
農
作

業
時
に
は
笛
や
鈴
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を
な
ら
し
て
自
分

の
存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。 

○
早
朝
の
農
作
業
時
は
鈴
な
ど
の
音
の
鳴
る
も
の
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

 

【
ク
マ
を
畑
に
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に
は
・
・
】 

○
残
飯
、
農
産
物
残
さ
は
畑
周
辺
に
捨
て
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

○
耕
作
放
棄
地
な
ど
は
刈
り
払
い
を
行
い
、
ク
マ
の

隠
れ
場
所
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
！ 

  

夏
野
菜
の
収
穫
が
本
格
化
す
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
農
薬
を
使
用
す
る
際
に
は
、

袋
や
ビ
ン
の
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
使
用
濃
度
」
「
使
用
時
期
」
「
使
用
方
法
」

「
適
用
作
物
」
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
記
載

事
項
を
理
解
し
て
か
ら
、
適
正
に
使
用
し
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
周
囲
に
住
宅
地
の
あ
る
ほ

場
や
、
住
民
の
生
活
道
路
に
面
し
て
い
る
ほ

場
で
農
薬
を
使
用
す
る
際
に
は
、
で
き
る
だ

け
飛
散
し
な
い
方
法
で
の
散
布
を
心
が
け

る
と
と
も
に
、
看
板
等
に
よ
る
周
知
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
近
年
、
消
費
者
の
食
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
産
物
に

対
し
て
よ
り
安
全
・
安
心
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

そ
の
た
め
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管

理
）
へ
の
取
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
、
農
業
生
産
活
動
の
各
工
程

の
正
確
な
実
施
、
記
録
、
点
検
及
び
評
価
な

ど
の
持
続
的
な
改
善
活
動
を
行
う
こ
と
で

す
。 農

産
物
の
安
全
性
向
上
や
環
境
の
保
全
、

労
働
安
全
の
確
保
の
た
め
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

 

平
成
26
年
５
月
13
日
（
火
）、
会
津
若
松
市
北
会
津
地

区
の
川
南
小
学
校
で
、
田
植
え
の
農
業
体
験
学
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

当
事
務
所
農
業
振
興
普
及
部
か
ら
、イ
ネ
の
生
態
や
田

植
え
の
仕
方
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
５
、
６
年
生
が
川

南
小
学
校
に
隣
接
し
た
実
習
田
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
を

手
植
え
し
ま
し
た
。 

児
童
た
ち
は
田
ん
ぼ
に
入
る
と
、泥
の
感
触
を
楽
し
み

な
が
ら
、
一
生
懸
命
作
業
し
て
い
ま
し
た
。
途
中
、
田
ん

ぼ
に
い
る
ミ
ミ
ズ
や
虫
を
見
つ
け
る
と
、田
ん
ぼ
の
生
き

物
へ
の
関
心
を
持
つ
児
童
も
い
ま
し
た
。作
業
終
了
後
に

感
想
を
聞
く
と
、「
手
で
植
え
る
の
は
難
し
か
っ
た
」、「
自

分
の
家
の
田
植
え
も
手
伝
っ
て
み
た
い
」な
ど
の
意
見
が

あ
り
、
農
業
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

 

４月下旬から山菜採集中等にクマに襲われる事件が発生中！ 

 

川
南
小
学
校
の
田
植
体
験
を
支
援
し
ま
し
た 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

農
業
者
の
皆
さ
ま
が
、
経
営
に
必
要
な
資
金
を
円
滑
に
借
り
ら
れ
る

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
資
金
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 【
農
業
近
代
化
資
金
】 

資
金
使
途
：
畜
舎
、
果
樹
棚
、
農
機
具
そ
の
他
農
産
物
の
生
産
、
流
通
、

加
工
に
必
要
な
施
設
の
改
良
・
造
成
・
復
旧
・
取
得 

○
貸
付
利
率
：
１
・
０
％ 

 

○
償
還
期
限
：
15
年
以
内
（
う
ち
据
置
７
年
以
内
） 

 

【
農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
（
ス
ー
パ
ー
L
資
金
】 

資
金
使
途
：
農
地
の
取
得
、
農
業
施
設
・
機
械
等
の
取
得
、
家
畜
・
果

樹
の
導
入
、
負
債
整
理 

○
貸
付
利
率
：
０
・
４
０ 

～ 

１
・
０
％ 

○
償
還
期
限
：
25
年
以
内
（
う
ち
据
置
10
年
以
内
） 

 

【
農
業
経
営
安
定
資
金
（
東
日
本
大
震
災
農
業
経
営
対
策
特
別
資
金
】 

資
金
使
途
：
原
発
事
故
に
伴
う
出
荷
制
限
の
指
示
や
出
荷
自
粛
、
風
評

被
害
等
に
よ
り
農
業
収
入
が
減
少
又
は
農
業
支
出
が
増
加
し
た
農
業
者

等
が
営
農
の
た
め
緊
急
に
必
要
と
す
る
運
転
資
金 

○
貸
付
利
率
：
１
・
０
％
以
内
（
農
協
取
扱
い
に
あ
っ
て
は
無
利
子
） 

○
償
還
期
限
：
10
年
以
内
（
う
ち
据
置
３
年
以
内
） 

 

【
農
業
経
営
安
定
資
金
（
平
成
25
年
度
災
害
特
別
資
金
】 

資
金
使
途
：
平
成
26
年
２
月
８
～
９
日
及
び
14
～
16
日
の
降
雪
等
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
農
業
者
等
が
、
農
業
施
設
等
の
復
旧
費
及
び
営
農

の
た
め
必
要
と
す
る
運
転
資
金 

○
貸
付
利
率
：
０
・
５
％
以
内
（
農
協
取
扱
い
に
あ
っ
て
は
無
利
子
） 

○
償
還
期
限
：
５
年
以
内
（
う
ち
据
置
１
年
以
内
） 

  

制
度
資
金
に
つ
い
て
紹
介 

県
で
は
、
有
機
農
業
の
普
及
拡
大
を
図
る
た

め
、
有
機
農
業
技
術
の
効
果
検
証
や
、
実
証
を
目

的
に
毎
年｢

有
機
農
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
ほ｣

を
設
置

し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本
年
も
県
内
８
か
所
に
実
証
ほ
を
設
置
し
、
う

ち
会
津
地
域
で
は
野
菜
・
そ
ば
の
新
技
術
、
栽
培

適
応
確
認
実
証
と
し
て
３
か
所
設
置
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

農
業
振
興
普
及
部
管
内
で
は
、
会
津
若
松
市
北

会
津
地
区
に
西
洋
野
菜
（
ト
レ
ビ
ス
、
ロ
メ
イ
ン

レ
タ
ス
）
の
栽
培
技
術
確
立
に
向
け
た
実
証
ほ
を

設
置
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

現
在
、
播
種
作
業
等
準
備
の
段
階
で
、
収
穫
は
、

10
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

今
後
は
現
地
で
検
討
会
や
実
証
成
果
報
告
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

有
機
農
業
の
推
進
に
つ
い
て 

（
有
機
農
業
栽
培
実
証
ほ
） 

有機農業をはじめてみませんか？ 

お問い合わせ先 
有機農業担当 岡崎徹哉まで 

Tel 0242-29-5317 

今

年
度

の
普

及

部
体

制

に

つ

い
て 

農
業
振
興
普
及
部 

部
長 

 
 
 

渡
邊
史
夫 

（
野
菜
特
産
） 

副
部
長 

 
 

阿
部
正
彦 

（
畜
産
） 

【
農
業
振
興
課
】 

課
長 

 
 
 

長
谷
川
一
朗 

主
任
主
査 

 

大
高
佳
博 

主
査 

 
 
 

渡
部
雄
二 

〃 
 
 
 

古
田
力 

〃 
 
 
 

山
内
圭
一 

〃 
 
 
 

手
代
木
和
世 

副
主
査 

 
 

渡
部
有 

主
事 

 
 
 

山
崎
貴
大 

 

〃 
 
 
 

五
十
嵐
裕
子 

 

 

〃 
 
 
 

猪
俣
友
幸 

【
地
域
農
業
推
進
課
】 

課
長 

 
 
 

吉
田
文
弘 

（
作
物
） 

主
査(

キ
ャ
ッ
プ)

畠
良
七 

 

（
果
樹
） 

主
査 

 
 
 

小
島
一
良 

（
作
物
） 

 

〃 
 
 
 

岡
田
徹 

 

（
畜
産
） 

〃 
 
 
 

佐
藤
雄
一 

（
作
物
） 

副
主
査 

 
 

内
山
か
お
り
（
作
物
） 

技
師 

 
 
 

三
田
村
諭 

（
果
樹
） 

【
経
営
支
援
課
】 

課
長 

 
 
 

渡
邊
敏
弘 

（
野
菜
特
産
） 

主
任
主
査 

 

志
賀
忠
市 

（
畜
産
） 

主
査 

 
 
 

佐
藤
美
季 

（
花
き
） 

副
主
査 

 
 

重
松
智
美 

（
野
菜
特
産
） 

技
師 

 
 
 

円
谷
祐
未 

（
野
菜
特
産
） 

 

〃 
 
 
 

渡
邊
善
仁 

（
野
菜
特
産
） 

【
有
機
農
業
担
当
】 

主
任
主
査 

 

岡
﨑
徹
哉 

（
野
菜
特
産
） 

今年度もよろしくお願いします 


